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岡崎 結節 基本方針が と した。東 駅交通 点整備の ま まりま  
 月１ 30日（火）午後１時 30分 岡崎市職員健保会 第４回 岡崎 節より、 館で 東 駅交通結

点 検討会 開催 ま 第３回ま 果 踏まえ 事務局 提案 修整備 が され した。 での結 を て、 から した

正 追加事項 ち 主 自動 動線処理・ネッ ワ ク 網 関 議や のう 、 に 車 ト ー や道路 に して 論が交わ

され、 広場 ネッ ワ ク処理駅前 整備に必要な面積、交通 ト ー 、駅前広場 舎の立体化、駅 の

上 基本方針 ま ま ま 市 ３月橋 化などの が と り した。 では、 13 日（火）午後７ 岡時から、

崎市福祉会 ６階 ホ 基本方針説明会 開催 ま 来年度 自由館 大 ールで を し す。 には、 通路の設

舎 上 実現可 探 基礎的 調査 周辺置や駅 の橋 化などの 能性を るための な を行うとともに、駅

事 実現 効率的効果的 事 手法 検討 来年３月 岡整備 業 のための な 業化 等の を行い、 には、東

崎 周辺 事 メ ジ 皆様 示 極的 取 組 参 ま駅 整備 業のイ ー を にお しできるよう積 に り んで り す。 

 

基本方針 主な変更の 点 

 

 

分散 方向交通 の 性 

当初 北 岡崎一色線 渋滞緩和、駅 側の の の

過 へアク 自ためには、通 交通と駅 セスする

動 分散 そ車交通の が必要であり、 のために

乙川堤防 対 へアは 道路を 面通行として駅

ク 一般 走セスする 車とバスが ることとし

提案 まて してい した。 
周辺 総代 商店街代表者しかし、駅 の や で

組織 「 岡崎 周辺 研究懇談会」する 東 駅 整備

代表者 研究懇談会 総意の から、 の として

「乙川 桜 有 」「 的の 並木に 害である 景観 に

」「市 危険」良くない 民の通り道であり と

意見 告 まの が報 され した。 
ま 名鉄 「 方 北方た、 バスからも 南 面から

へ向 乙川堤防 経由面 かうバスが、 道路を し

ミナ へ 遠回てバスター ル 入ることは りに

用者 欠 」 意なり、バス利 の利便性を く との

見 まもあり した。 
考 検討会 基これらのことを 慮し、 では、

本方針 「 環境保全 公共 用を 地域の や 交通利

者の 点 最適 経 及利便性の観 から、 なバス 路

び一般 経 検討 」 更車 路を する に変 し、バス

堤防 一色線が 道路を通らなくても の混雑

解消 経の がされるような 路ができるので

ば そ 取 止あれ 、 れを り めることもできるよ

まうにし した。 
 

南広場 利駅 の 用 

 第３回検討会 着場所では、バスの発 の面

積は、駅から南方面へ向かうバスを駅南口

広場へ乗 考 検証入れることを 慮しながら

基本方針 まし、 を定めることとされてい し

た。 
北 広場 期しかし、 口 の整備には長い 間が

掛 線 コミュニティかることや路 バスや バ

需 今後 可 高スの 要も 変化していく 能性が

北 広場いことなどから、 口 の整 完了 点備 時

需 踏まえでの 要を て 改 広場 北、 めて南口 と

広場 分担 検討 ま口 の機能 を することとし

した。 

 

 

 

回覧 

ＶＯＬ．４ 

 
東岡崎駅交通結節点整備検討会の内容をお伝えします 

２００７年３月１日 
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ネットワ ク 関する基本方針（１）交通 ー に  

 

乙 左岸 堤防 を対面 行① 川 の 道路 通 化 

 北 岡崎一色線 負荷 軽減駅 側の の交通 を

乙川堤防 拡幅 対するために 道路を して 面

そ 広場へ向通行とし、 の延長に駅前 かう南

北 差点 新道路を設置するとともに交 を 設

まし す。 
② 広場 入口と出口を分離駅前 の  

 広場 用 広場駅前 を利 する車両は、 の東側

差点交 （新 ） 北設 から入り、西側の駅 側交

差点（現存） 出 まから るようにし す。 ま
一般 ・た、 車とバス タク 公共シー等 交通の

出 分離 ま入口も し す。 
③一般 と公共 最適な経 を車 交通の 路 検討 

  一般 ・ ク 公共車とバス タ シー等 交通が

在 岡崎一色線混 することが の交通混雑の

一因 ま 環となってい す。このため、地域の

境保全 公共 用者 点や 交通利 の利便性の観  

 

 
及び一般から、バス 最適 経 検討車の な 路を  

します。 
④安全で利便 い性の高 行者歩 動 ネット線

ワ クを 築ー 構  

 歩 者 安全 確保 歩 者行 の 性を するため 行

自動 動線 分離 歩 者用広場と 車の を し、 行 は

階 ま 歩２ に配置し す。これにあわせて、 行

者自由 線 上 横断通路は 路 を することとな

舎 上り、駅 も橋 化することが必要となって

まき す。 歩 者動線 舎 自由行 は、駅 、 通路、

ビ 駐 場・駐輪場及び既存商店街駅 ル、 車 と

連絡 確保 徒歩の 性を することにより、 によ

用者 図る駅利 の利便性や地域の活性化を

まり す。 ま 歩 者動線た、 行 を立体化する

リアフリ 対策ことによるバ ー についても、

エ ベ エ カレ ーター、 ス レーター等の設置を

検討 ましていき す。 

堤防 対面 行道路の 通  堤防 対面 行道路の 通  

行者動歩 線 

 

ＩＮ ＯＵＴ 

広場 面積交通 整備  

堤防 対面 行道路の 通  堤防 対面 行道路の 通  

行者動歩 線 

岡崎一色線 

新交差点の 設 

自由 及び橋通路 上駅 
※ 記 は基本方針を分 やす イメ ジ したも であ下 の図 かり く ー 化 の

、決定したも ではあ せん。今後 中で変更してり の りま の検討の

い こともあ す でご了承 ださい。く りま の く  

南北道路の設置 
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駅前整備 面積やの 広場等駅前 各種施設 配 ついて 基本方針の 置に の  （２） 

 

①広場 を するため 、現広場 側用地 確保 に 東

を 張へ用地 拡  

 現在 北 広場 名鉄所有 ほの 口 は、 地が とん

市有 ず まどであり、 地はわ かしかあり せん。

本来 広場、駅前 は公共施設であり市有地の

中で整備す 節点るものですので、交通結 と

広場 え 六して必要な 機能を備 るためには、

所神社 ま 約西側 での 8,000 対象用㎡を 地

として 権者 協力 市 用 確地 の のもと が 地を

保 検討 まし、整備計画を する必要があり す。 
②機能的な広場 必要な面積と安全なに 歩

行者動 を するため広場を線 確保 立体化 

 対象用 内 広場 ビ整備 地 には、駅前 、駅 ル

範囲等を配置する計画であり、限られた の

中 そ 確保 まで の機能を する必要があり す。

対象用地 8,000 内 確保㎡ で機能を するた

めに、敷地を 広場駅前 5,000～6,000 ㎡、

ビ駅 ル 2,000～3,000 基本 考え㎡を として 、 

 

 

 

広場 二層式 広場 ま駅前 を の立体 とし す。こ

れにより 階 多目的広場２ には 等を配置し、

都市 ゆ まの とりある空間とし す。 

④バス、 クシタ ーは1階 、一般 は２階に 車

乗降場所を配に 置 

 ・ ク １階 一般 ２階バス タ シーは に、 車は

乗降場所 まに を配置し す。現在 広場の駅前

・ ク 公共 一般では、バス タ シーの 交通と 車

錯 周辺 招が交 しているため、駅 の混雑を い

ま そ 対策 公共 乗てい す。 の として、 交通の

降場所 １階 一般 ２階 分離を 、 車を として す

解消 まることで、混雑を し す。 

④ 舎は橋 し、 南北を結ぶ自由駅 上化 駅の 通

を路 検討 

 広場 二層 伴駅前 を 化することに い、駅利

用者 考 舎 上の利便性を 慮して駅 は橋 化し、

北 ぶ自由あわせて駅の南 を結 通路の整備

検討 まを し す。 

 

面積整備計画  約8,000 ㎡ 

橋 自由上駅・ 通路 

環境空間（2階） 

多目的広場等（ ） 

一般車 

乗降スペ スー  

（2階） 

バス クシ バ ス・タ ー ー （1階） 

代替地 
取得 あたって必要が用地 に

あれば 権者 方 代替地 の へ 地

を 意し す。用 ま  

※この は基本方針を分 やす イメ ジ したも図 かり く ー 化 の

であ 、決定したも ではあ せん。今後 中でり の りま の検討の

変更してい こともあ す でご了承 ださい。く りま の く  

ビル駅  
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第４回 会で 議論 内容検討 の の

質バスを堤防 走 せる 提 現道路に ら 前 から（

行どお 岡崎一色 入るわけな で、り） 線に の

必ずしも 側新 入るわけ（ 東 設交差点から

ではない での ）「バス クシ と一般・タ ー 車

入口と出口を分離する」とい 基本的なの う

考えだけで、あえてＩＮとＯＵＴ 位 をの 置

と西 限定する必要はない ではない東 に の

。か た、一般 広場内ま 車の駅前 の動 や線 昇

降場所 ついてに 位 で限定する必要が置ま

ある 。のか  

回 経 当初 堤防バスの 路が の 道路から変わ

可 全 排除 ける 能性がでてきたが、 く したわ

岡崎一色線 解消ではない。駅前の の混雑を

考え 候補するためにどうするかを ると に

上 可がってくる 能性はある。 出入口と 口の

分離はするとして、 動 回バスの きは右 りが

常 考通 であることを 慮して 「ＩＮ」東側が 、

「ＯＵＴ」 思西側が でよいと う。 
回自由度 高ま 検討会が るので、 の結論にし

一般 ～たがって、 車の駅前 昇降場所につい

記述 削除ての は する。 
 
質 行者動 ところで「新しい（以前）歩 線の

橋を乙 ける」とい 提案があっ歩道 川にか う

たが、それと を結ぶとい ことが「既駅前 う

存商店街と 連絡 」とい 与条件の 性の確保 う

含 れていると考えてよい 。に ま か  
回ご理解 新 可のとおりである。 橋の 能性の

場所 既存商店街 一部は の になるので、この

語句 中 考えの で ている。 
 
質自動 を分散させるとい ことだ車交通 う

が、バス 最適 が決 った 、そこはの 路線 ま ら

一般 は さないとい ことな 。車 通 う のか  

意 使 部地域で生活道路として われている

分 今 落ち 懸念の利便性が より るという が

そ 代替ある。 の させる道路があるかどうか

言 極端である。バス優先と いながら に優先

度 高 用者 理解を めるのは生活道路利 の を

得 困ることは 難である。 

回基本方針 中 「の で 地域 環境保全 公共の や

用者 点 最適交通利 の利便性の観 から なバ

線ス路 一般 経と 車 路 検討 」 更を する と変 す

「 環境保全」 中 「る。 地域の の には 地域住

確保 提民の生活が されているという前 の

公共 」 意味もとに 交通が優先される という

含まも れている。 

 
質「最適なバス経 と一般 経 」 する路 車 路 に

は、例えば 側入口で一般に （東 車の）右折

禁 とい 規 も含 れること なるが、止 う 制 ま に

円滑 あるいは公共 ある程交通 化 交通に 度

優先権をもたせる意味で規 は可能な制 の

。か  

回 方 ま 事故防止 点 場車の流し 、 た の観 で、

所的 検討 可 だに することは 能 と思う。 
 
※ 意：意見、質：質問、回：回答 
 
 
 岡崎市 ホ ムペ ジ 会議録 会の ー ー にも や

議 掲載 ま ご覧資料を してい すので だいた

まくこともでき す。 

http://www.city.okazaki.aichi.jp/yaku

sho/ka1007/higashiokazaki.htm 

問 せ先合  

 岡崎 企 政策部企 調 課市 画 画 整  

電 話 0564-23-6452 

E - MAIL  
kikakuchosei@city.okazaki.aichi.jp 
 

 


